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コロナ禍≒豪雨被害 私たちの社会生活は？！ 
九州豪雨で、無念にも命を落とされた方のご冥福をお祈りし、被害者

の皆さまにお見舞い申し上げます。 

新型コロナウィルスの感染者は、都心を中心に増え続けている昨今で

すが、経済を止めることなく Withコロナ社会へ進んでいます。 

気候変動・温暖化による気象の変化、梅雨前線が線状降水帯となり、

甚大な豪雨洪水被害を毎年各地にもたらしています。 

人間の経済活動の肥大化が、温暖化の加速化と資源の大量食いつぶし

による自然環境の劣化を進行させています。多重要素で発生する現象を

可視化し社会の多様なジャンルとともに、この危機を乗り越えようと、

国立の専門機関が連携して（環境、農業、海洋部門と大学：東大、東工

大、弘前大）、気候変動によるメカニズムの解明とシュミレーションを

2019 年 2 月に公開したものです。 

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20190228/20190228.html 

＜解説＞食料分野における気候変動影響の連鎖表です。気候変動影響の間の因果関係を詳しく追跡することによって、気候

変動の連鎖の、全体的な構造を明らかにしました。上図では、食料分野の影響項目である「作物生産量の減少」とつながってい

る項目を例にとって、連鎖の全体像を表しています。   このような分析によって、気候変動は自然環境に影響を与え、それに

よって社会や経済に問題が生じ、最終的には人間の生活に影響が及ぶ、というような大きな構造があることが分かります。こ

のようなフローチャート図によって、気候変動によって生じる問題の連鎖の大きな流れを把握することができます。 

［発行］ NPO 法人グリーンコンシューマー大阪ネットワーク●〒565-0842 吹田市千里山東 1-14-26 ほぼエコ Café＆Gallery NAZ 内 

●郵便振替 00920-8-154437●年会費 1 口 2000円（個人 1口以上、学生半口以上、団体 3口以上、賛助会員（会社）5口以上）

●TEL＆FAX：06-7222-8005●携帯：090-8989-5182（代表山口）●http://greencon.g2.xrea.com/●greencon@g2.xrea.com

もったいない地球財布は 

自分に必要なものの量を見極め、 

再利用と地産地消をすすめます 

N E W S！ 

2020．７月号

☆今だから自分発信特集☆ 

1ページ；グリーンコンシューマ

ーを増やそう。 

2ページ：社会の課題解決に参加

するための感染症対策。 

3ページ：ソーシャルワーカーの

労働軽減に出来ること。 

4ページ：SNSで環境講座発信を

開始。 

買物は投票だ 

食料自給率４０％！感染症での物流ス

トップや各国で食糧不足が起きれば、どう

なるか。耕作放棄地が加速していく日本の

農業、もったいない！ 

農業が次世代の職業選択肢となるよう、

食べることで支えよう。 

加工品の主たる原材料がアジア諸国。安

全性だけでなく、労働への対価が公正に支

払われているかもチェックを。継続的な食

糧補給のためにも、フェアトレードの事業

者からの購入をしましょう。 

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20190228/20190228.html
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新型コロナ感染症流行下での社会活動の継続には 

With コロナ時代では、社会を支えてきた様々な活動の主体がどう継続して行けばいいか悩んでいます。し

かし、閉塞感漂い孤立しがちな社会だからこと、人と人とのつながりや連帯を希求している多くの方がいるこ

と、手を差し伸べてほしいと願っている人々もいることが事実です。 

さらに、この新型コロナ流行の最中でも声を上げなければならない課題はたくさんあり、この間、不評の政

策が変更になった例もあります。市民が声を上げ続けることは、いついかなる時も大事です。 

危機管理の基本は「最悪を予想して対処方針を考える」のはず。素人ながら新型コロナ感染症の今後について、

まず認識を共有しておきたいと思います。 

緊急事態宣言は解除されましたが、2009 年の新型インフルエンザや 2002 年の SARS はおよそ半年流行しまし

た。集団免疫を獲得するまで第 1波を抑えられても第 2波、第 3波と繰り返す恐れがあるとされています。 

新型コロナとの闘いは 1年以上続くと見なければなりません。 

家でできる意見表明を地道にやりましょう！ 

SNS発信 減収世帯への 30 万円給付案を一人一律 10 万円へと変更させたように、SNS 等での発信は今や大

きな世論を表す武器になっています。積極的に行いましょう。例えば #検察庁法改正案に抗議

します は大きな力になりました。 

パブコメ 現在の事例、福島原発事故汚染水の処分(海洋放出等)に関する意見募集が 5月 6月 7 月 31日 

(再々延長）まで行われています。意見公募要領等は

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/takakushu_iken/index.html 

首相官邸 

ご意見箱 

首相官邸へ意見を出したい場合は、こちら https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html 

 辺野古新基地建設を許さないオール沖縄会議から辺野古設計概要変更の申請取り下げを求め

る抗議を出すよう呼びかけられています。 

マスコミ 

への意見 

マスコミに対しての意見提出も WEBで行えます。例えば 

朝日新聞 毎日新聞 NHK 

ネット署名 
change.org のサイトでは様々な課題のオンライン署名が呼びかけられています。ご協力をお願

いします。 

これからいろんな企画をされる場合、より詳しい対策を WHO が「職場での COVID-19 感染予防対策」の中

で示しています。WEBで検索して3 頁からをご覧ください。 

WHO も推奨しているようにインターネットを利用した会議の活用が望まれます。 

Zoom や Skype などとの機能比較サイト(WEB 会議 アプリ比較 などで検索） 

安全性は、内閣サイバーセキュリティセンターを参考にしてください。 

「環境と原子力の話」ホームページより 

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/takakushu_iken/index.html
https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html
https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html
https://www.asahi.com/opinion/?iref=pc_gnavi#Contribution
https://form.mainichi.co.jp/annuncio/hiroba/?_ga=2.1225777.1611877300.1587560634-1453942337.1582644753
https://www.nhk.or.jp/css/
https://www.change.org/ja
https://extranet.who.int/kobe_centre/sites/default/files/20200319_JA_Workplace.pdf
https://www.nisc.go.jp/



